
❶��

・
生
徒
は
（
小
）
中
学
校
で
す
で
に
故
事
成
語
・
唐
詩
・『
論
語
』
を
学

習
し
て
い
る
。
た
だ
し
変
則
的
な
書
き
下
し
や
現
代
語
訳
（
鑑
賞
文
）
で

学
ん
で
い
る
場
合
も
多
く
、
断
片
的
な
語
句
の
形
で
あ
げ
る
者
も
多
い
だ

ろ
う
。

・�

中
学
時
代
の
漢
文
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
で
き
る
だ
け
生

徒
ど
う
し
で
相
談
さ
せ
て
み
る
と
よ
い
。

・�

Ｐ
一
一
六
「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
を
読
み
、
生
徒
の
知
識
や
関
心
の

程
度
、
漢
文
学
習
の
と
ら
え
方
を
把
握
し
、
以
後
の
指
導
計
画
の
参
考
に

す
る
と
よ
い
。

【
評
価
】・
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

・
我
が
国
の
文
化
と
中
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

・（
小
）
中
学
校
で
の
学
習
を
振
り
返
っ
た
り
、
Ｐ
一
一
六
「
な
ぜ
漢
文
を

学
ぶ
の
か
」
を
読
ん
だ
り
し
て
、
時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な

ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と

現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動

を
観
察
す
る
。

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動
を
観
察

す
る
。

訓
読
の
世
界�
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導
入

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

中
学
校
で
学
習
し
た
漢
詩
・
漢
文
で
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
。

　

知
技
⑴
ア
・
⑵
ア
・
エ
、
思
判
表
Ｂ
⑴
オ



❶��

・
Ｐ
一
一
七
の
例
文
を
用
い
て
、「
主
語
＋
述
語
」「
修
飾
語
＋
被
修
飾

語
」
の
文
構
造
は
、
漢
文
と
日
本
語
と
で
語
順
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。

・
Ｐ
一
一
六
下
段
「
ポ
イ
ン
ト
❶
」
を
活
用
し
、
訓
読
・
白
文
・
訓
点
・
書

き
下
し
文
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

・
送
り
仮
名
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
明
確
に
読
み
取
れ
る
よ
う
、

片
仮
名
で
、
漢
字
の
右
下
に
小
さ
く
施
す
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
漢
文
で
は
主
格
を
表
す
助
詞
「
ガ
」
は
送
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

d_0101_01_02_nyumon_kyozai
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《
板
書
例
》

　

訓
読
文　　
　
　
　
　
　

書
き
下
し
文

	

主
語	

述
語	

主
語	

述
語
（
動
詞
）

　

鳥　
　

語　
。　
　
　
　

鳥　

語
る
。
×
鳥
が
語
る
。

　
　
　

＋　
　
　
　
　
　
　
　

＋

　

花　
　

香　
。　
　
　
　

花　

香
る
。
×
花
が
香
る
。

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

鳥　
語
リ
、
花　
香
ル
。　
　

鳥　
語
り
、
花　
香
る
。

◆
×
「
鳥
が
語
り
、
花
が
香
る
。」

　
　

→
主
格
を
表
す
「
が
」
は
用
い
な
い
。

　

○
「
鳥
は
語
り
、
花
は
香
る
。」

　
　

→
強
調
を
表
す
「
は
」
は
用
い
ら
れ
る
。

◆
訓
読

　
　

＝
白
文
に
送
り
仮
名
・
句
読
点
・
返
り
点
を
付
け
る
。

　

書
き
下
し
文

　
　

＝
訓
読
し
た
漢
文
を
日
本
語
の
語
順
に
書
き
表
し
た
も
の
。

ルル

展
開

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

基
本
構
造
「
主
語
＋
述
語
」「
修
飾
語
＋
被
修
飾
語
」
と
送
り
仮

名
・
句
読
点
・
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❷�

返
り
点
の
付
け
方
と
、
返
り
点
が
誕
生
し
た
理
由
を
理
解
し
、
返
読

の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
知
技
⑵
ア

❸�

Ｐ
一
一
七
～
一
一
九
の
「
送
り
仮
名
・
句
読
点
」「
返
り
点
」
の
教

材
に
つ
い
て
、
返
り
点
に
従
っ
て
繰
り
返
し
音
読
す
る
。

❹�

Ｐ
一
二
一
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
を
行
う
。
知
技
⑵
ウ

　

〔
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕



❷
・
Ｐ
一
一
七
下
段
「
ポ
イ
ン
ト
❷
」
を
活
用
し
、「
登
山
」「
読
書
」
は

「
山
に
登
る
」「
書
を
読
む
」
と
い
う
日
本
語
の
文
構
造
と
は
異
な
り
、

「
述
語
─
目
的
語
（
補
語
）」
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
漢
文
と
日
本
語
の
文
構
造
が
異
な
る
場
合
に
、
日
本
語
の
語
順
で
読
む
方

法
と
し
て
、「
返
り
点
」
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

・
漢
字
と
日
本
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
常
に
自
覚
さ
せ
る
。

【
評
価
】
返
り
点
の
学
習
を
通
し
て
、
我
が
国
の
文
化
と
中
国
の
文
化
と
の

関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。
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《
板
書
例
》

	
主
語	

述
語	

主
語	

述
語
（
形
容
動
詞
）

　

天　
　

朗
。　　
　
　

天　

朗
ら
か
な
り
。

　
　
　

＋　
　
　
　
　
　
　

＋

	

主
語	

述
語	

主
語	

述
語
（
形
容
詞
）

　

気　
　

清
。　　
　
　

気　

清
し
。

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　

↓

　

天　
朗
、
気　
清
。　　

天　
朗
ら
か
に
、
気　
清
し
。

《
板
書
例
》

	

修
飾
語	

被
修
飾
語	

修
飾
語	

被
修
飾
語

　
　

大　
　
　

器
。　　
　
　

大
な
る　
　

器
。

　
　
　

＋　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋

	

修
飾
語	

被
修
飾
語	

修
飾
語	

被
修
飾
語

　
　

晩　
　
　

成
。　　
　
　

晩
く　
　

成
る
。

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

	

主
語	

述
語	

主
語	

述
語

　

大
器
ハ　

晩
成
ス
。　　
　

大
器
は　
　

晩
成
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
な
る
器
は　

晩
く
成
る
。）

◆
二
字
熟
語
は
そ
の
ま
ま
音
読
み
で
読
む
場
合
が
多
い
。



❸
原
文
の
下
に
あ
る
書
き
下
し
文
を
参
照
さ
せ
、
範
読
、
斉
読
、
指
名
読
み

な
ど
を
場
合
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
繰
り
返
し
音
読
さ
せ
る
。

❹
返
り
点
の
施
さ
れ
た
文
字
が
あ
っ
た
ら
必
ず
下
の
文
字
か
ら
上
の
文
字
へ

と
返
る
こ
と
、
返
り
点
の
施
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
上
か
ら
一
つ
残
ら
ず

読
ん
で
い
く
こ
と
（
た
だ
し
置
き
字
は
例
外
）
な
ど
が
基
本
で
あ
る
。

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
の
よ
う
な
、
文
字
で
な
く
□
か
ら
な
る
文
を
読

む
と
き
、
こ
う
い
う
原
則
が
極
立
っ
て
意
識
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

【
評
価
】「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
を
行
い
、
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い

る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。
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《
板
書
例
》

「
漢
文
と
日
本
語
の
語
順
」

語
順
が
同
じ
構
造

1
主
語
＋
述
語

　
　

日
没
（
日
が
沈
む
。）

2
修
飾
語
＋
被
修
飾
語

　
　

美
食
（
お
い
し
い
食
べ
物
。）

　
　

予
定
（
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
。）

語
順
が
異
な
る
構
造

1
述
語
＋
目
的
語

　
　

読
書
（
本
を
読
む
。）

2
述
語
＋
補
語

　
　

登
山
（
山
に
登
る
。）

　

→
語
順
を
入
れ
替
え
て
訓
読
す
る
た
め
に

　
　
「
返
り
点
」
が
生
ま
れ
た

◆「
ヲ
」
を
送
っ
た
語
を
目
的
語
、

　
「
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」
を
送
っ
た
語
を
補
語
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。

	

述
語	

目
的
語	

述
語	

補
語

　

転
ジ
テ　

禍
ヲ　
　

為
ス　
　

福
ト
。



を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

❹
漢
文
訓
読
上
、
返
り
点
の
一
般
的
な
原
則
か
ら
外
れ
る
ケ
ー
ス
が
二
つ
あ

る
。
そ
れ
が
こ
の
置
き
字
と
再
読
文
字
で
あ
る
。
再
読
文
字
の
学
習
に
あ

た
っ
て
は
、
再
読
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
理
由
を
理
解
す
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。「
将
来
」
と
「
未
来
」
の
対
比
な
ど
か
ら
も
再
読
文
字
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
つ
か
む
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
評
価
】
現
代
の
言
葉
に
も
あ
る
「
将
来
」「
未
来
」
な
ど
と
漢
文
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❺
辞
書
で
確
か
め
る
前
に
、
漢
字
そ
の
も
の
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
の
言
語
経
験
を
元
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
。
漢
和
辞
典
の
引
き
方
・
見

方
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
一
二
四
「
漢
和
辞
典
の
使
い
方
」
を
参
照
す
る
と
よ

い
。

【
評
価
】
教
材
の
格
言
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出

物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❻
返
り
点
に
従
っ
て
語
順
を
追
い
、
置
き
字
は
書
か
ず
に
、
助
詞
・
助
動
詞

は
平
仮
名
に
す
る
と
い
う
決
ま
り
が
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、「
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
」
2
・
3
は
で
き
る
。
四
字
熟
語
の
訓
読
は
、
文
の
構
造
を
見
分

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
主
語
＋
述
語
」、「
修
飾
語
＋
被
修
飾
語
」、

「
述
語
＋
目
的
語
（
補
語
）」、「
否
定
詞
が
上
に
く
る
形
」
な
ど
を
見
抜
く

こ
と
で
あ
る
。
返
り
点
を
付
け
て
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
よ
い
。
訓
読
で
き
た

段
階
で
意
味
が
言
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
相
当
分
か
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

【
評
価
】・「
言
葉
と
表
現
」
を
行
い
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い

る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

・「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
行
い
、
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い
る
か
、

ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❶
指
導
者
の
範
読
に
合
わ
せ
て
原
文
を
目
で
追
い
音
読
し
、
返
り
点
の
必
要

性
を
理
解
す
る
。

❷
こ
こ
で
つ
ま
ず
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ま
た
訓
読
の
規
則
の
確
認
、
音
読
練

習
に
戻
る
。
書
き
下
し
文
を
つ
く
る
場
合
に
留
意
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
一
二
三
「
書
き
下
し
文
の
ま
と
め
」
を
参
照
す
る
。

❸
白
文
を
写
す
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
文
構
造
を
考
え
る
訓
練
に
な
る
の
で
、

機
会
を
み
て
実
施
し
た
い
。
た
だ
し
無
理
が
あ
る
よ
う
な
ら
あ
ら
か
じ
め

プ
リ
ン
ト
す
る
。
訓
点
を
付
け
る
場
合
に
は
、
先
に
返
り
点
だ
け
を
つ
け

た
り
は
せ
ず
、
読
む
順
番
の
と
お
り
に
「
訓
点
」（
送
り
仮
名
と
返
り
点
）
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ま
と
め
と
発
展

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�
Ｐ
一
二
〇
～
一
二
二
の
「
置
き
字
」「
再
読
文
字
」
の
教
材
に
つ
い

て
、
返
り
点
に
従
っ
て
繰
り
返
し
音
読
す
る
。

❷�

本
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
る
練
習
を
す
る
。

❸�

白
文
を
ノ
ー
ト
に
写
し
、
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
付
け
る
練
習
を
す

る
。

❹�

置
き
字
の
意
味
や
役
割
、
再
読
文
字
の
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
付
け

方
の
決
ま
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技
⑵
エ

❺�

教
材
を
現
代
語
訳
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
を
含
ん
で
い
る

の
か
考
え
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❻�

Ｐ
一
二
一
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
・
3
、「
言
葉
と
表
現
」
1
、

Ｐ
一
二
三
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
・
2
を
行
う
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

　

〔
Ｐ
一
二
一
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
・
3
、「
言
葉
と
表
現
」
1
、

Ｐ
一
二
三
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
・
2
〕



▼�

送
り
仮
名
・
句
読
点
・
返
り
点　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
教
科
書
に
あ
る
説

明
で
十
分
か
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
補
足
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
上
下
点

で
も
間
に
合
わ
ず
さ
ら
に
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
甲
乙
点

（
甲
・
乙
・
丙
…
）、
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
天
地
点
（
天
・

地
・
人
）
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
め
っ
た
に
使
わ
れ
な
い
。
ま

た
レ
点
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
は

点
や

点
な
ど
で
、
一
二
点
や
上
下

点
な
ど
の
最
初
の
点
に
限
ら
れ
る
。

　

�　

送
り
仮
名
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
ら
送
る
か
は
、
現
代
の
標
準
表
記
に
従

い
、
原
則
と
し
て
活
用
語
尾
か
ら
送
り
、
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、

多
め
に
送
っ
て
お
け
ば
よ
い
。

【
出
典
】　

南
宋
・
呂
本
中
「
庵
居
」

　

｢

鳥
語リ

、
花
香ル

」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

｢

主
語
（
鳥
）
＋
述
語
（
語
）、
主
語
（
花
）
＋
述
語
（
香
）」
の
構
造
。

「
主
語
＋
述
語
」
の
語
順
は
漢
文
も
日
本
語
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
返
り
点

は
不
要
。
送
り
仮
名
だ
け
付
け
て
あ
る
。「
鳥
語
」
は
後
の
「
花
香
」
に

連
な
っ
て
い
る
の
で
「
語
」
を
終
止
形
（「
語
る
」）
に
し
な
い
で
連
用
形

（「
語
り
」）
に
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
連
な
り
を
強
く
す
る
な
ら
「
語
り

て
」
と
読
ん
で
も
よ
い
。
主
語
に
「
は
」
を
付
け
て
「
鳥
は
語
り
（
て
）、

花
は
香
る
」
と
読
め
ば
「
鳥
語
」
と
「
花
香
」
の
対
が
強
調
さ
れ
る
。

２�　

漢
字
の
読
み
は
「
鳥
・
語
・
花
・
香
」
と
一
字
ず
つ
の
ま
と
ま
り
な
の

で
、
一
字
の
文
字
は
訓
で
、
二
字
の
熟
語
は
音
で
読
む
、
と
い
う
原
則
ど

お
り
訓
読
み
で
「
と
り
・
か
た
（
り
）・
は
な
・
か
を
（
る
）」
と
読
む
。

３�　

美
し
い
春
の
風
景
を
表
現
す
る
描
写
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

時
に
「
花
香
鳥
語
」
と
順
序
を
逆
に
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

【
出
典
】　

王
羲
之
「
蘭
亭
集
序
」

　

｢

是ノ

日
也 

天
朗ラ

カ
ニ、
気
清ク

、
恵
風
和わ

ち

暢や
う
セ
リ。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

前
の
「
鳥
語
、
花
香
」
と
同
じ
く
「
主
語
＋
述
語
」
を
繰
り
返
し
た
構
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鳥と
り

語か
た

り
、
花は

な

香か
を

る
。

鳥
は
美
し
い
声
で
さ
え
ず
り
、
花
は
芳
し
い
匂
い
で
香
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

天て
ん

朗ほ
が

ら
か
に
、
気き

清き
よ

し
。

空
は
晴
れ
渡
り
、
空
気
は
澄
ん
で
い
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



造
。
た
だ
し
述
語
部
分
が
、「
鳥
語
、
花
香
」
で
は
動
詞
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
こ
の
「
天
朗
、
気
清
」
で
は
形
容
動
詞
（
朗
）
と
形
容
詞
（
清
）

に
な
っ
て
い
る
。「
鳥
語
、
花
香
」
の
と
き
と
同
じ
く
、「
天
朗
ら
か
に
し

て
、
気
清
し
」
や
「
天
は
朗
ら
か
に
（
し
て
）、
気
は
清
し
」
と
読
む
こ

と
も
可
能
。

２�　

こ
の
四
字
句
も
一
字
ず
つ
に
区
切
っ
て
読
む
の
で
、
原
則
に
従
え
ば
全

て
訓
読
み
と
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
天
」
は
「
あ
め
」
や
「
あ
ま
」
な
ど

と
い
う
訓
は
使
わ
ず
「
て
ん
」
と
音
読
み
す
る
。「
気
」
に
は
訓
は
な
い

の
で
、
こ
れ
も
一
字
だ
が
「
き
」
と
音
読
み
す
る
。

３�　

晩
春
の
晴
れ
渡
っ
た
江
南
の
空
を
描
い
た
字
句
。
王
羲
之
は
晩
春
、
会

稽
（
紹
興
）
の
蘭
亭
で
同
好
の
士
と
曲
水
の
宴
を
開
く
。
こ
れ
は
そ
の
時

一
同
が
作
っ
た
詩
に
つ
け
ら
れ
た
序
文
中
の
言
葉
。

【
出
典
】　｢

老
子
」
四
十
一
章

　

｢

大
器ハ

晩
成シ

、
大
音ハ

希す
く
ナ
ク

　

声
、
大
象ハ

無シ　

形
。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

｢

主
語
」（
大
器
）
＋
「
述
語
」（
晩
成
）
の
形
に
な
っ
て
い
る
点
で
は

前
の
例
文
と
同
じ
だ
が
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
修
飾
語
＋
被
修
飾

語
」
の
構
造
「
大
（
な
る
）
＋
器
」
／
「
晩
（
に
）
＋
成
（
る
）」
に
な

っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
語
順
は
日
本
語
と
同
じ
。

２�　

｢

晩
成
す
」
は
、
漢
語
（
熟
語
）
に
サ
変
動
詞
「
す
」
の
付
い
た
例
。

漢
文
で
は
き
わ
め
て
例
が
多
い
。

３�　

漢
文
訓
読
で
、
音
訓
の
読
み
分
け
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
も
な
か
な

か
難
か
し
い
問
題
で
、
生
徒
の
戸
惑
う
点
で
あ
る
。
絶
対
的
な
規
則
の
よ

う
な
も
の
は
な
い
が
、
読
ん
で
意
味
の
通
る
自
然
な
日
本
語
で
あ
る
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
た
だ
し
一
応
の
目
安
と
し
て
、
一
字

の
文
字
は
訓
（
例
：
君
〈
き
み
〉）
で
、
二
字
の
熟
語
は
音
（
例
：
君
子

〈
く
ん
し
〉）
で
、
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。「
大
器
晩
成
」
は
、
こ
れ
ら

の
原
則
に
従
っ
て
読
め
る
例
で
あ
る
。

４�　

｢

大
器
」
は
偉
大
な
人
物
の
比
喩
。
偉
大
な
人
物
は
晩
年
に
な
っ
て
大

成
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
意
。
単
に
「
大
器
晩
成
」
と
も
い
う
。

レ

レ
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大た
い

器き

は
晩ば

ん

成せ
い

す
。

大
き
な
器
は
、
出
来
上
が
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
大
人
物
は
晩
年
に
な
っ
て
大
成
す
る
も
の
だ
）。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢
戦
国
策
」
燕
巻
第
九

　

�｢

斉
人ノ

紫ハ

、
敗
素
也
。
而シ

テ
　

賈
十
倍ス

。
越
王
勾
践
棲ミ　

於
会
稽ニ　

而
後ニ

残そ
こ
な
ヒ

　
　

呉ヲ

覇タ
リ
　

天
下ニ

。
此レ

皆
転ジ

テ
　

禍ヲ

而
為シ　

福ト

、
因リ

テ
　

敗ニ

而
為ス　

功ヲ

者
也
。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

こ
の
文
は
日
本
語
の
語
順
と
異
な
り
、「
述
語
＋
目
的
語
・
補
語
」
の

形
で
、
一
字
返
る
レ
点
を
用
い
る
例
。
レ
点
は
形
が
列
を
な
し
て
飛
ぶ
雁

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
雁

か
り
が
ね点

と
も
い
う
。

２�　

返
読
す
る
場
合
、「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
が
振
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

３�　

｢

失
敗
を
転
じ
て
成
功
と
為
す
」
と
い
う
意
。
こ
の
言
葉
は
「
禍
福
は

糾き
ゅ

纆う
て
んの

ご
と
し
」（
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
）
と
い
う
成
語
を
生
み
、
人
の
世
の
運
不
運
の
変
転
極

ま
り
な
い
こ
と
を
い
う
と
き
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

【
出
典
】　
「
偶
成
」

　

少
年
易ク　

老イ

学
難シ　

成リ　
　

一
寸ノ

光
陰
不　
可カ

ラ
　

軽ン
ズ

　

未ダ　

覚メ

池
塘
春
草ノ

夢　
　
　

階
前ノ

梧
葉
已ニ

秋
声

指
導
上
の
注
意
点

1�　

こ
の
文
は
返
読
文
字
「
易
・
難
」
を
含
ん
で
お
り
、「
易
老
」「
難
成
」

を
日
本
語
の
語
順
で
読
む
た
め
に
返
り
点
を
用
い
て
い
る
。
返
読
文
字
と

い
う
文
字
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
動
詞
以
外
で
い
つ
も
返
り
点
の
つ
く

文
字
を
ま
と
め
て
返
読
文
字
と
名
付
け
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
留
意
さ
せ

た
い
。

2�　

返
読
文
字
で
返
る
場
合
は
、
動
詞
の
場
合
と
異
な
り
、「
ヲ
・
ニ
・

ト
・
ヨ
リ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
は
振
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
さ
せ
た
い
。

3�　
「
若
い
時
代
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
去
る
た
め
、
学
問
が
成
就
す
る

の
は
難
し
い
」
と
い
う
意
。「
一
寸
の
光
陰
、
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
。」
と
対

で
用
い
ら
れ
、
時
間
の
大
切
さ
を
伝
え
る
の
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

レ

レ

レ

レ

レ
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少せ
う

年ね
ん

老お

い
易や

す

く
学が

く

成な

り
難が

た

し
。

若
い
人
は
す
ぐ
に
年
を
取
り
、
学
問
が
成
就
す
る
の
は
難
し
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳

禍
わ
ざ
は
ひを

転て
ん

じ
て
福ふ

く

と
為な

す
。

災
難
に
う
ま
く
対
処
し
て
、
そ
れ
を
幸
福
に
変
え
て
し
ま
う
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢
礼
記
」
学
記

　

�｢

玉
不レ

バ
　

琢カ

、
不　
成サ　

器き
ヲ。

人
不レ

バ
　

学バ

、
不　
知ラ　

道ヲ

。
是ノ

故ニ

古
之
王
者
、
建テ　

国ヲ

君き
み
タ
ル
ニ

　　

民ニ

、
教
学ヲ

為ス　

先さ
き
ト。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

主
語
の
後
に
否
定
語
を
伴
っ
た
条
件
文
が
く
る
構
造
。
レ
点
を
重
ね
て

あ
る
の
で
生
徒
は
複
雑
な
よ
う
に
考
え
る
が
、
読
む
順
序
の
考
え
方
は
前

の
二
つ
と
変
わ
ら
な
い
。
教
え
方
と
し
て
は
、
返
り
点
は
原
則
と
し
て
右

上
の
字
に
効
い
て
い
る
と
教
え
る
と
指
導
し
や
す
い
。

　

�　

本
文
の
読
み
方
は
、「
人
」
を
読
み
、「
不
」
を
読
も
う
と
し
た
ら
返
り

点
が
効
い
て
い
る
。
そ
れ
で
い
っ
た
ん
下
へ
ゆ
き
、「
学
」
に
返
り
点
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
「
学
」
を
読
み
、
上
に
戻
っ
て
「
不
」
を
読
む
。

次
は
「
不
」
に
返
り
点
が
あ
る
の
で
下
に
ゆ
く
。「
知
」
に
も
返
り
点
が

あ
る
の
で
さ
ら
に
下
に
ゆ
き
「
道
」
を
読
む
。「
道
」
に
は
返
り
点
が
な

い
た
め
上
に
戻
っ
て
「
知
」
を
読
み
、
さ
ら
に
「
不
」
に
戻
っ
て
読
む
。

　

�　

ま
た
、
本
文
に
は
否
定
語
「
不
」
が
あ
る
が
、「
不
」
は
返
読
文
字

（
動
詞
以
外
で
返
り
点
の
付
く
文
字
）
で
あ
る
。「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」

を
付
け
ず
に
返
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。

２�　

一
字
ず
つ
の
区
切
り
な
の
で
原
則
と
し
て
全
て
訓
読
み
す
る
。

３�　

人
は
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
物
事
の
道
理
を
心
得
、
才
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
本
例
文
の
後
に
続
く
「
昔
の
聖
王
は

国
を
建
て
、
民
に
君
臨
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も
学

問
と
教
育
を
大
事
に
し
た
」
と
い
う
記
述
も
う
な
づ
け
る
。
学
問
の
目
的

や
教
育
の
方
法
を
説
く
「
礼
記
」
学
記
篇
の
言
葉
で
あ
る
。

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

【
出
典
】　｢

無
門
関
」
六
則

　

｢

懸ケ
テ
　

羊
頭ヲ

、
売ル　

狗
肉ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

一
二
点
を
用
い
た
例
文
。
一
二
点
は
二
字
以
上
上
に
返
る
場
合
に
用
い
、

連
続
し
て
上
に
返
る
場
合
に
は
「
…
←
三
←
二
←
一
」
と
用
い
る
こ
と
も

二

一

二

一
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人ひ
と　

学ま
な

ば
ざ
れ
ば
、
道み

ち

を
知し

ら
ず
。

人
は
学
ば
な
け
れ
ば
、
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳

羊や
う

頭と
う

を
懸か

け
て
、
狗く

肉に
く

を
売う

る
。

（
肉
屋
が
）
看
板
と
し
て
羊
の
頭
を
掲
げ
て
お
い
て
、
実
際
に
は
犬
の
肉
を
売
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



で
き
る
。
こ
の
例
文
は
単
文
を
二
つ
重
ね
た
形
な
の
で
、「
○　
○
○
、
○　

○
○　
」
と
な
り
、「
〇　
〇
〇
、
〇　
〇
〇　
」
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解

さ
せ
た
い
。（「
二
→
三
」
は
上
へ
返
っ
て
い
な
い
。）「
懸
」
は
二
点
が
効

い
て
い
る
の
で
い
っ
た
ん
下
へ
ゆ
き
、「
羊
頭
」
を
読
ん
で
か
ら
読
む
。

次
も
「
売
」
は
二
点
が
効
い
て
い
る
の
で
い
っ
た
ん
下
へ
ゆ
き
、「
狗
肉
」

を
読
ん
で
か
ら
読
む
。

２�　

こ
の
成
句
に
は
類
句
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
と
し
て
は

「
晏
子
春
秋
」
内
篇
雑
下
の
「
懸ケ

テ
　

牛
首ヲ

于
門ニ

、
而
売ル　

馬
肉ヲ

於
内ニ　

也
」
が

あ
り
、「
牛
首
馬
肉
」
の
よ
う
に
四
字
熟
語
と
し
て
も
用
い
る
。

　

�　
「
羊
・
牛
」
の
肉
（
美
味
な
も
の
）、「
狗
・
馬
」
の
肉
（
そ
れ
に
劣
る

も
の
）
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
成
語
か
を
発
問
し
て
も
よ
い
。

３�　

見
せ
か
け
だ
け
立
派
で
内
容
が
伴
わ
な
い
こ
と
の
例
え
。
肉
を
売
る
と

き
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
実
際
に
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
庶
民

に
も
よ
く
分
か
る
生
活
に
根
ざ
し
た
例
え
で
あ
る
。

二

一

二

一

二

一

四

三

二

一

二

一

【
出
典
】　｢

漢
書
」
趙
充
国
伝

　

�｢

百
聞ハ

不　
如カ　

一
見ニ

。
兵ハ

難シ　

隃カ
ニ
　

度リ

。
臣
願ハ

ク
ハ

　

馳セ
テ
　

至リ
テ
　

金
城ニ

、
図シ

テ
　

上ラ
ン
　

方

略ヲ

。」
指
導
上
の
注
意
点

１�　

レ
点
と
一
二
点
の
両
方
を
用
い
る
例
。
返
り
点
は
「
不
如
一
見　
」

の
形
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。

２�　

｢

不　
如　
Ａ
」
は
「
Ａ
ニ
し
カ
ズ
」
と
読
み
、「
Ａ
に
及
ば
な
い
（
Ａ
の

ほ
う
が
程
度
が
甚
だ
し
い
）」
の
意
。
比
較
を
表
す
。「
如
」
は
、
も
と

「
同
等
で
あ
る
」
の
意
。「
不　
如
」
は
、「
同
等
で
な
い
→
及
ば
な
い
」
の

意
に
な
る
。

３�　

自
分
で
体
験
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
、
と
の
例
え
。
活
字
に
頼

っ
た
り
、
人
の
話
を
鵜
呑
み
に
す
る
人
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
る
。

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

一

レ

レ

レ
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吾わ
れ　

日ひ

に
吾わ

が
身み

を
三さ

ん

省せ
い

す
。

私
は
一
日
に
何
度
も
わ
が
身
に
つ
い
て
反
省
を
す
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

百ひ
や
く

聞ぶ
ん

は
一い

つ

見け
ん

に
如し

か
ず
。

他
人
か
ら
百
回
聞
く
こ
と
は
、
実
際
に
自
分
の
目
で
一
度
見
る
こ
と
に
及
ば
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
学
而

　
�｢

曽
子
曰ハ

ク、
吾
日ニ

三
─

省ス

吾ガ

身ヲ

。
為ニ　

人ノ

謀リ
テ

　

而
不ル　

忠ナ
ラ

　

乎
、
与　
朋
友　
交ハ

リ
テ

　

而
不ル　

信ナ
ラ

　

乎
、
伝ヘ

シ
　

不ル
ヲ

　

習ハ

乎
。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

二
字
の
熟
語
に
返
っ
て
読
む
例
。
現
在
で
は
二
字
の
間
に
「
─

」（
ハ
イ

フ
ン
・
竪
点
な
ど
と
い
う
）
の
符
号
を
付
け
る
が
、
こ
れ
は
分
か
り
や
す

さ
の
た
め
に
す
る
こ
と
で
一
般
書
で
は
必
須
の
点
で
は
な
く
、
昔
は
付
け

な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
高
校
で
の
学
習
や
大
学
入
試
で
は
必
ず

付
け
る
。
三
字
の
熟
語
の
場
合
は
、「
□
─

□
─

□
」
の
よ
う
に
付
け
る
。

２�　

｢

三
た
び
吾
が
身
を
省
み
る
」
と
も
読
む
が
、
こ
こ
で
の
「
三
」
は
具

体
的
数
字
と
い
う
よ
り
「
何
度
も
」
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意

を
生
か
す
た
め
こ
こ
で
は
「
さ
ん
せ
い
ス
」
と
読
ん
だ
。

二

一

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

【
出
典
】　｢

論
語
」
憲
問

　

｢

君
子ハ

恥ヅ　

其ノ

言
之
過グ

ル
ヲ
　

其ノ

行ヒ
ニ。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

大
枠
が
「
主
語
（
君
子
）
＋
述
語
（
恥
）
＋
目
的
語
（
其
言
之
過
其

行
）」
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
「
目
的
語
」
は
、「
主
語
（
其
言
）
＋
述
語
（
過
）
＋
補
語

（
其
行
）」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
っ
た
ん
「
行
」
か
ら
「
過
」
に
返
り
、

そ
し
て
「
恥
」
に
返
る
。
つ
ま
り
「
三
←
二
←
一
」
と
戻
る
こ
と
に
な
る
。

「
之
」
が
主
語
と
述
語
の
間
に
置
か
れ
る
と
、
文
全
体
が
名
詞
句
と
し
て

扱
わ
れ
る
。

２�　

｢

言
」
の
背
後
に
「
発
言
」
を
想
定
で
き
る
よ
う
に
、「
行
」
の
背
後
に

も
「
行
動
」
と
い
う
熟
語
を
想
定
で
き
る
。「
言
」
だ
け
で
な
く
「
行
」

も
「
こ
う
」
と
音
で
読
む
こ
と
が
可
能
。

３�　

実
践
を
伴
わ
な
い
言
葉
は
吐
く
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
言
葉
。「
巧
言

令
色
鮮
し
仁
」
や
「
剛
毅
木
訥
仁
に
近
し
」
と
い
う
言
葉
と
相
通
ず
る

「
論
語
」
の
言
葉
で
あ
る
。

三

二

一
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君く
ん

子し

は
其そ

の
言げ

ん

の
其そ

の
行お

こ
なひ

に
過す

ぐ
る
を
恥は

づ
。

君
子
は
自
分
の
言
葉
が
実
践
を
上
回
っ
て
し
ま
う
の
を
恥
じ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
陽
貨

　

�｢

子
貢
曰ハ

ク、
君
子モ

亦
有ル　

悪ム
コ
ト
　

乎
。
子
曰ハ

ク、
有リ　

悪ム
コ
ト。
悪ム　

称ス
ル
　

人
之
悪ヲ　

者ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

一
二
点
を
挟
ん
で
、
上
下
点
で
も
う
一
度
返
っ
て
読
む
例
。
一
二
点
と

上
下
点
と
が
錯
綜
す
る
（「
下
…
二
…
上
…
一
」）
こ
と
は
な
く
、
必
ず

「
下
…
二
…
一
（
…
中
）
…
上
」
の
よ
う
に
「
一
二
」
を
「
上
（
中
）
下
」

が
大
き
く
包
み
こ
む
形
に
な
る
。

２�　

｢

之
」
は
日
本
語
の
助
詞
（
連
体
修
飾
）
に
当
た
る
の
で
平
仮
名
書
き

す
る
。「
悪
」
は
、「
わ
る
い
」
の
意
の
と
き
の
音
は
「
ア
ク
」、「
に
く

む
」
意
の
と
き
の
音
は
「
オ
」。「
称
」
は
、
わ
ざ
と
言
い
立
て
る
意
。

３�　

人
の
欠
点
を
あ
れ
こ
れ
言
う
な
、
と
い
う
言
辞
は
「
論
語
」
の
各
所
に

見
ら
れ
る
。

レ

レ

下

二

一

上

【
出
典
】　｢

論
語
」
衛
霊
公

　

｢

子
曰ハ

ク、
君
子ハ

不　
以テ　

言ヲ

挙ゲ　

人ヲ

。
不　
以テ　

人ヲ

廃セ　

言ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

点
の
例
。「
ま
ず
レ
点
に
従
っ
て
一
字
上
に
返
り
、
次
に
一
二
点
に

従
っ
て
読
む
」
と
い
う
こ
と
は
、
送
り
仮
名
も
含
め
次
の
よ
う
な
順
番
で

読
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
君　
②
子ハ　
⑦
不　
④
以テ　
③
言ヲ　
⑥
挙ゲ　
⑤
人ヲ

。

　

�　

生
徒
に
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
付
け
る
練
習
を
課
す
場
合
に
は
、
こ
の

よ
う
に
返
り
点
の
種
々
の
パ
タ
ー
ン
に
注
意
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

２�　

｢

君
子
」
は
、
こ
こ
で
の
意
味
の
ほ
か
、
学
徳
あ
る
立
派
な
人
の
意
に

も
用
い
る
。
対
義
語
は
「
小
人
」。「
以
」
は
、
原
因
・
理
由
・
方
法
・
手

段
等
を
表
す
の
に
広
く
用
い
る
語
。

３�　

君
子
は
、
人
物
と
そ
の
人
の
言
う
言
葉
の
内
容
の
双
方
を
見
て
人
を
判

断
す
る
、
と
い
う
こ
と
。
情
に
ほ
だ
さ
れ
ず
に
人
を
判
断
す
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
。

二

レ

一レ

二

レ

一レ

二

レ

一レ
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人ひ
と

の
悪あ

く

を
称し

よ
うす
る
者も

の

を
悪に

く

む
。

他
人
の
悪
い
点
を
言
い
立
て
る
者
を
憎
む
。

訓
読
と
現
代
語
訳

君く
ん

子し

は
言げ

ん

を
以も

つ

て
人ひ

と

を
挙あ

げ
ず
。
人ひ

と

を
以も

つ

て
言げ

ん

を
廃は

い

せ
ず
。

優
れ
た
為
政
者
は
、
立
派
な
こ
と
を
言
う
人
が
い
て
も
そ
の
言
葉
だ
け
で
登
用
し
た
り
し
な
い
。
そ

の
人
が
立
派
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
人
の
言
葉
ま
で
切
り
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　

西
郷
隆
盛
「
偶
成
」

　

�｢

幾タ
ビ
カ

　

歴テ　

辛
酸ヲ　

志
始メ

テ
　

堅シ

、
丈
夫
玉
砕
恥ヅ　

甎
全ヲ

、
一
家ノ

遺
事
人
知ル

ヤ
　

否ヤ

、

不　
為ニ　

児
孫ノ　

買ハ　

美
田ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

上
中
下
点
を
用
い
た
例
。「
一
二
点
」
を
挟
ん
で
下
か
ら
二
か
所
に
返

る
形
。
も
し
、
さ
ら
に
も
う
一
か
所
上
に
返
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
上
下

点
」
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、「
甲
乙
点
」
を
使
う
。

２�　

｢

子
孫
」
で
は
な
く
、「
児
孫
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

３�　

作
者
西
郷
隆
盛
は
、
明
治
維
新
の
功
臣
。
辛
苦
に
耐
え
る
こ
と
こ
そ
が

人
を
鍛
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
子
孫
に
財
産
を
残
し
た
り
せ
ず
、
あ

え
て
苦
労
さ
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

二

一

二

一

下

二

一

中

上

▼�

置
き
字　

漢
語
の
主
な
分
類
に
①
実
字
（
名
詞
）・
虚
字
（
動
詞
や
形
容

詞
・
形
容
動
詞
）・
助
字
（
そ
れ
以
外
の
も
の
）
の
三
分
類
と
②
実
字

（
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）・
虚
字
（
そ
れ
以
外
の
も
の
）
の

二
分
類
と
が
あ
る
。
高
校
の
学
習
で
は
①
の
助
字
や
②
の
虚
字
に
当
た
る

も
の
を
「
助
字
」（
助
辞
）
と
呼
ん
で
い
る
。
漢
文
読
解
に
は
こ
の
「
助

字
」
の
知
識
が
欠
か
せ
な
い
。
江
戸
期
の
名
だ
た
る
漢
学
者
も
「
助
字
」

に
つ
い
て
の
著
述
に
は
精
魂
を
傾
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
助
字
」
の
理

解
が
漢
文
の
読
解
力
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

�　

さ
ら
に
細
か
に
見
て
み
る
と
「
助
字
」
の
中
で
も
訓
読
す
る
と
き
に
は

読
ま
な
い
字
が
あ
る
。
そ
れ
を
「
置
き
字
」
と
い
う
。
中
国
語
で
読
む
と

き
に
は
き
ち
ん
と
読
む
の
で
一
定
の
意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。｢

置
き
字
」
は
そ
の
前
後
の
送
り
仮
名
に
反
映
さ
れ
た
り
、
訓
読
の

読
み
に
な
じ
ま
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
に
読
ま
れ
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、

決
し
て
軽
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
置
き
字
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ

る
。

　

①
前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の　
　

於
・
于
・
乎

　

②
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の　
　

而

　

③
文
末
に
用
い
ら
れ
る
も
の　
　
　
　

矣
・
焉
・
兮
（
・
也
）

　
�　

た
だ
し
、
右
に
あ
げ
た
の
は
用
法
の
概
略
で
、
こ
れ
ら
の
語
も
場
合
に

よ
っ
て
は
接
続
詞
や
疑
問
詞
と
し
て
読
む
場
合
が
あ
る
。
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児じ

孫そ
ん

の
為た

め

に
美び

田で
ん

を
買か

は
ず
。

子
孫
に
よ
く
肥
え
た
田
畑
を
買
い
残
し
た
り
し
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢
孔
子
家
語
」
六
本

　

�｢

孔
子
曰ハ

ク、
良
薬ハ

苦ケ
レ
ド
モ

　
　

於
口ニ　

而
利ア

リ
　

於
病ニ

。
忠
言ハ

逆ヘ
ド
モ
　

於
耳ニ　

而
利ア

リ
　

於

行ヒ
ニ。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
於
…
」
は
動
詞
の
前
に

置
か
れ
た
場
合
、「（
…
に
）
於
い
て
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
動

詞
の
後
に
置
か
れ
た
場
合
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
置
き
字
の
場
合
、「
於
」
は
読
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
「
於
」
の
あ
と
に
置
か
れ
る
語
の
送
り
仮
名
（「
に
・
よ
り
・
よ
り

も
・
を
」）
に
表
れ
、
動
作
の
行
わ
れ
る
場
所
や
時
間
、
動
作
の
起
点
や

対
象
、
比
較
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
表
す
が
、
基
本
的
に
は
、「
…
に

つ
い
て
」「
～
の
上
で
」「
＝
と
い
う
場
で
」
と
い
う
語
感
の
言
葉
で
あ
る
。

「
于
」
や
「
乎
」
も
「
於
」
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

2�　

こ
の
文
に
お
い
て
「
於
」
の
意
味
は
、
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
口
」

の
送
り
仮
名
（
…
に
）
に
表
れ
て
お
り
、「
動
作
の
対
象
」
を
表
す
。

「
於
」
を
英
語
の
「to

」
と
考
え
る
と
意
味
を
取
り
や
す
い
。

3�　

自
分
に
対
す
る
忠
告
は
聞
き
入
れ
に
く
い
も
の
だ
が
、
た
め
に
な
る
も

の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
例
え
た
も
の
。

二

一

二

一

二

一

二

一

【
出
典
】　
「
荀
子
」
勧
学

　

�

君
子
曰ハ

ク、「
学ハ

不　
可カ

ラ
　

以テ

已ム

。」
青ハ

取リ
テ
　

之ヲ

於
藍ヨ

リ、
而
青ク　

於
藍ヨ

リ
モ、
冰ハ

水
為シ

テ
　

之ヲ

、
而
寒タ

シ
　

於
水ヨ

リ
モ。

指
導
上
の
注
意
点

1�　

前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
於
…
」
は
動
詞
の
前
に

置
か
れ
た
場
合
、「（
…
に
）
於
い
て
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
動

詞
の
後
に
置
か
れ
た
場
合
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
置
き
字
の
場
合
、「
於
」
は
読
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
「
於
」
の
あ
と
に
来
る
単
語
の
送
り
仮
名
（「
に
・
よ
り
・
よ
り

も
・
を
」）
に
表
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
た
い
。

2�　

こ
の
文
に
お
い
て
「
於
」
の
意
味
は
、
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
藍
」

レ

二

一

二

一

二

一

レ

二

一
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良り
や
う

薬や
く

は
口く

ち

に
苦に

が

し
。

病
気
に
よ
く
効
く
薬
は
口
に
苦
く
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

青あ
を

は
之こ

れ

を
藍あ

ゐ

よ
り
取と

る
。

青
の
染
料
は
藍
の
草
か
ら
取
り
出
す
。

訓
読
と
現
代
語
訳



の
送
り
仮
名
（
…
よ
り
）
に
表
れ
て
お
り
、「
動
作
の
起
点
」
を
表
す
。

「
於
」
を
英
語
の
「from

」
と
考
え
る
と
意
味
を
取
り
や
す
い
。

3�　

文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
青
と
い
う
染
料
は
、
藍
と
い
う
草
か
ら
抽
出

す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
「
藍
よ
り
も
青
し
」
と
と
も

に
、「
弟
子
が
師
よ
り
も
優
れ
た
も
の
と
な
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
、「
出
藍
の
誉
れ
」
と
い
う
成
語
に
も
な
っ
て
い
る
。

【
出
典
】　
「
中
庸
」

　

�

在リ　

下
位ニ　

不レ
バ
　

獲ラ
レ
　

乎
上ニ

、
民
不　
可カ

ラ
　

得テ

而
治ム　

矣
。
獲ラ

ル
ル
ニ

　　

乎
上ニ　

有リ　

道
。

不レ
バ

　

信ゼ
ラ
レ

　

乎
朋
友ニ

、
不　
獲ラ

レ
　

乎
上ニ　

矣
。
信ゼ

ラ
ル
ル
ニ

　　
　

乎
朋
友ニ　

有リ　

道
。
不レ

バ
　

順ナ
ラ

　

乎
親ニ

、
不　
信ゼ

ラ
レ

　

乎
朋
友ニ　

矣
。
順ナ

ル
ニ

　

乎
親ニ　

有リ　

道
。
反シ

テ
　

諸ヲ

身ニ　

不レ
バ

　

誠ナ
ラ、

不　
順ナ

ラ
　

乎
親ニ　

矣
。
誠ニ

ス
ル
ニ

　　

身ヲ

有リ　

道
。
不レ

バ
　

明ラ
カ
ナ
ラ

　　

乎
善ニ

、
不　
誠ナ

ラ
　

乎
身ニ　

矣
。

指
導
上
の
注
意
点

1�　

前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
於
…
」
は
動
詞
の
前
に

置
か
れ
た
場
合
、「（
…
に
）
於
い
て
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
動

詞
の
後
に
置
か
れ
た
場
合
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
置
き
字
の
場
合
、「
於
」
は
読
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
「
於
」
の
あ
と
に
来
る
単
語
の
送
り
仮
名
（「
に
・
よ
り
・
よ
り

も
・
を
」）
に
表
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
た
い
。

2�　

こ
の
例
文
に
お
い
て
「
於
」
の
意
味
は
、
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
朋

友
」
の
送
り
仮
名
（
…
に
）
と
、
前
に
置
か
れ
た
「
信
」
の
送
り
仮
名

（
…
ら
れ
）
に
表
れ
て
お
り
、「
受
身
」
を
表
す
。「
於
」
を
英
語
の
受
動

態
で
用
い
ら
れ
る
「by

」
と
考
え
る
と
意
味
を
取
り
や
す
い
。

3�　

為
政
者
と
な
る
た
め
に
上
の
者
に
信
頼
さ
れ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
説
い
た
文
の
一
節
。
元
の
文
で
は
、「
友
人
に
信
用
さ
れ
な
い
な
ら

ば
、
上
の
者
に
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。」
と
あ
る
。

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一

【
出
典
】　｢

論
語
」
衛
霊
公

　

�｢

子
曰ハ

ク、
過チ

テ
　

而
不ル　

改メ

、
是ヲ

謂フ　

過チ
ト

　

矣
。」

レ

レ
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朋ほ
う

友い
う

に
信し

ん

ぜ
ら
れ
ず
。

友
人
に
信
用
さ
れ
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳

過あ
や
まち
て
改あ

ら
ため
ざ
る
、
是こ

れ

を
過あ

や
まち
と
謂い

ふ
。

過
失
を
犯
し
た
こ
と
に
気
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
改
め
な
い
こ
と
こ
そ
が
本
当
の
過
失
だ
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　
「
大
学
」
伝
七
章

　

�

心
不レ

バ
　

在ラ　

焉ニ

、
視レ

ド
モ

　

而
不　
見エ

、
聴ケ

ド
モ

　

而
不　
聞コ

エ、
食ヘ

ド
モ

　

而
不　
知ラ　

其ノ

味ヲ

。

指
導
上
の
注
意
点

1�　
「
而
」
は
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
。
こ
の
例
文
で
は
置
き
字

と
し
て
扱
い
読
ん
で
い
な
い
が
、「
而
し
て
」（
そ
し
て
・
順
接
）、「
而
る

に
・
而
も
・
而
れ
ど
も
」（
し
か
し
・
逆
接
）
な
ど
と
読
む
場
合
も
あ
る
。

読
む
場
合
は
置
き
字
と
は
い
わ
な
い
。

2�　
「
而
」
は
前
後
を
つ
な
げ
る
接
続
詞
。
前
後
の
文
脈
か
ら
順
接
・
逆
接

ど
ち
ら
の
意
味
も
表
す
。「
而
」
の
も
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、「
而
」
の
前
で

最
後
に
読
ま
れ
る
語
の
送
り
仮
名
と
し
て
表
さ
れ
る
。
こ
の
例
文
で
は

「
…
〈
連
体
形
〉
モ
」「
…
〈
已
然
形
〉
ド
モ
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
逆
接

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
し
て
い
る
。

3�　
「
焉
」
は
文
末
に
置
か
れ
た
場
合
は
断
定
の
語
気
を
表
す
置
き
字
と
判

断
し
て
読
ま
れ
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
存
在
を
表
す
動
詞

「
在
」
の
補
語
と
し
て
「
こ
こ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

4�　
「
助
動
詞
『
ず
』
の
已
然
形
＋
ば
」
を
仮
定
条
件
〈
…
な
ら
ば
〉
と
し

て
解
釈
し
て
い
る
が
、
古
文
で
学
ん
で
い
る
文
語
文
法
だ
と
確
定
条
件

〈
…
の
で
〉
と
訳
す
た
め
、
違
和
感
を
抱
く
生
徒
も
い
る
だ
ろ
う
。
漢
文

訓
読
に
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
文
法
が
残
っ
て
い

る
た
め
、「
已
然
形
＋
ば
」
を
仮
定
条
件
・
確
定
条
件
の
ど
ち
ら
で
解
釈

す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
い
う
の
は
生
徒
と
共
有
し
た
い
。
文
語
文
法

に
お
け
る
已
然
形
は
、
口
語
文
法
で
は
仮
定
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

合
わ
せ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

指
導
上
の
注
意
点

１�　
「
而
」
は
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
。
こ
の
例
文
で
は
置
き
字

と
し
て
扱
い
読
ん
で
い
な
い
が
、「
而
し
て
」（
そ
し
て
・
順
接
）、「
而
る

に
・
而
も
・
而
れ
ど
も
」（
し
か
し
・
逆
接
）
な
ど
と
読
む
場
合
も
あ
る
。

読
む
場
合
は
置
き
字
と
は
い
わ
な
い
。

2�　
「
而
」
は
前
後
を
つ
な
げ
る
接
続
詞
。
前
後
の
文
脈
か
ら
順
接
・
逆
接

ど
ち
ら
の
意
味
も
表
す
。「
而
」
の
も
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、「
而
」
の
前
で

最
後
に
読
ま
れ
る
語
の
送
り
仮
名
と
し
て
表
さ
れ
る
。
こ
の
例
文
で
は

「
…
〈
動
詞
の
連
用
形
〉
テ
」「
…
〈
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
助
動
詞
の
連

用
形
〉
シ
テ
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
順
接
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
し
て
い
る
。

3�　
「
矣
」
は
文
末
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
。
書
き
手
の
強
く
言
い
切
る
気

持
ち
（
断
定
の
語
気
）
を
表
す
。

4�　

誰
で
も
過
ち
を
犯
す
。
そ
れ
を
改
め
な
い
の
が
い
け
な
い
、
と
説
く
。

過
ち
を
合
理
化
し
て
し
ま
う
現
象
は
古
今
東
西
よ
く
見
ら
れ
る
。

d_0101_01_02_nyumon_kyozai

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
漢文編　単元 1　「訓読の世界」教材の詳細● 16

心こ
こ
ろ

焉こ
こ

に
在あ

ら
ざ
れ
ば
、
視み

れ
ど
も
見み

え
ず
。

目
の
前
の
こ
と
に
集
中
で
き
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
見
て
も
目
に
入
っ
て
こ
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



5�　

上
の
空
で
は
見
て
も
見
え
な
い
、
つ
ま
り
何
事
も
心
が
正
し
く
な
け
れ

ば
、
正
し
い
判
断
や
行
動
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
も
の
。

　

�　
「
視
」
は
「
み
よ
う
と
し
て
み
る
」
の
意
味
で
、「
見
」
は
「
み
え
る
」

の
意
味
。
英
語
の
「w

atch

」
と
「see

」
と
考
え
る
と
よ
い
。

【
出
典
】　
「
論
語
」
述
而

　

�

子
曰ハ

ク、「
三
人
行ヘ

バ、
必ズ

有リ　

我ガ

師　
焉
。
択ビ

テ
　

其ノ

善ナ
ル

　

者ヲ　

而
従ヒ　

之ニ

、
其ノ

不
善ナ

ル
　

者ニ
シ
テ

　

而
改ム　

之ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

1�　

文
末
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
焉
」
は
断
定
の
語
気
を
表
す

置
き
字
と
し
て
扱
い
、
読
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表

す
送
り
仮
名
を
前
後
に
送
る
こ
と
も
難
し
く
、
訳
出
も
し
に
く
い
。

2�　
「
焉
」
は
前
の
例
文
で
「
こ
こ
」
と
い
う
代
名
詞
の
読
み
方
が
示
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
理
由
を
尋
ね
る
疑
問
詞
と
し
て
「
い
づ
ク
ン
ゾ
」
と
読

む
場
合
も
あ
り
、
こ
の
あ
と
の
再
読
文
字
の
例
文
で
登
場
す
る
。

3�　
「
三
人
」
は
文
字
通
り
「
三
人
」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、「
三
」
は
多

数
の
意
味
を
表
す
こ
と
が
多
い
の
で
、「
何
人
も
」
と
解
釈
し
た
。

4�　

何
人
か
で
行
動
す
る
と
、
か
な
ら
ず
そ
の
中
に
は
自
分
の
師
と
す
べ
き

人
物
が
い
る
、
と
い
う
意
味
。「
行
」
は
「
行
け
ば
」
と
読
ん
で
「
連
れ

立
っ
て
い
け
ば
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

二

一

二

一

レ

レ

▼�

再
読
文
字　

再
読
文
字
の
指
導
で
ま
ず
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
再
読
と
い

う
現
象
は
、
訓
読
す
る
に
あ
た
っ
て
生
じ
て
き
た
便
宜
的
な
技
術
な
の
で

あ
っ
て
、
も
と
も
と
の
漢
字
自
体
に
な
に
か
特
別
な
意
味
や
機
能
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。「
日
本
語
の
副
詞
と
助
動
詞
の

意
味
を
兼
ね
備
え
た
文
字
」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

こ
れ
も
そ
の
漢
字
に
他
と
区
別
さ
れ
る
複
雑
な
意
味
合
い
が
あ
る
か
の
ご

と
き
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
の
で
、
賛
成
し
難
い
。
再
読
と
い
う
こ
と
は
、

あ
く
ま
で
そ
の
字
の
字
義
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
汲
み
尽
く
そ
う
と
し
て
、

訓
読
の
技
術
上
結
果
的
に
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
も
と
の

漢
字
自
体
に
特
別
の
意
味
合
い
が
あ
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

　
�　

で
は
な
ぜ
特
定
の
文
字
に
つ
い
て
だ
け
再
読
法
が
固
定
し
た
の
か
と
い

う
と
、
こ
れ
ら
の
文
字
に
は
い
ず
れ
も
意
味
の
き
わ
め
て
接
近
し
た
文
字

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
一
つ
あ
る
。
例
え
ば
、「
将
」（
ま
さ
ニ
…
（
ン
ト
）
す
）
は
事
柄

の
う
え
で
「
…
し
か
か
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
語
だ
が
、
こ
れ
は
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三さ
ん

人に
ん

行お
こ
なへ

ば
、
必か

な
らず

我わ

が
師し

有あ

り
。

何
人
か
で
行
動
す
る
と
、
必
ず
そ
の
中
に
自
分
の
師
と
す
べ
き
人
が
い
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
先
進

　

�｢

曰ハ
ク

　

敢ヘ
テ

　

問フ　

死ヲ

。
曰ハ

ク
　

未ダ　

知ラ　

生ヲ

、
焉ク

ン
ゾ

　

知ラ
ン
ヤ

　

死ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

再
読
文
字
と
し
て
最
も
よ
く
見
か
け
る
「
未
」
を
使
っ
た
形
。
再
読
文

字
と
い
う
言
い
方
は
、
返
読
文
字
と
同
じ
よ
う
に
日
本
人
が
訓
読
す
る
上

で
気
を
つ
け
る
べ
き
文
字
を
ま
と
め
て
名
付
け
た
名
称
で
あ
り
、
再
読
文

字
、
と
い
う
文
字
が
元
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
訓
読
の
過
程
で

二
度
読
ま
な
い
と
意
味
が
取
り
に
く
い
文
字
を
ま
と
め
て
再
読
文
字
と
呼

ん
で
い
る
に
す
ぎ
ず
、
中
国
語
で
は
一
度
し
か
読
ま
な
い
。

2�　

再
読
文
字
の
「
い
ま
ダ
…
ず
」
な
ど
と
い
う
読
み
は
決
ま
っ
た
読
み
な

の
で
、
Ｐ
一
二
三
の
下
段
の
表
を
用
い
て
他
の
再
読
文
字
の
読
み
と
一
緒

に
覚
え
て
お
く
と
よ
い
。
ま
た
、
読
み
を
細
か
に
見
て
い
く
と
、「
未
」

（
い
ま
ダ
…
ず
）
の
二
度
目
の
読
み
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
な
の
で
、

そ
の
直
前
の
用
言
は
未
然
形
で
読
む
必
要
が
あ
る
。
漢
文
を
読
む
こ
と
は
、

文
語
文
法
を
身
に
つ
け
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
と
よ

い
。

３�　

孔
子
が
弟
子
に
「
死
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
応
え
た
言
葉
で
あ
る
。

ま
ず
は
し
っ
か
り
生
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
孔
子
の
現
実
主
義

が
伺
え
る
。

レ

レ

レ

レ

「
欲
」（
…
ン
ト
ほ
っ
ス
）
が
、
も
と
も
と
は
心
の
う
え
で
「
…
し
よ
う
と

思
い
立
つ
」
と
あ
る
の
と
を
区
別
し
よ
う
と
し
て
再
読
し
、「
如
」
が
状

態
や
外
見
の
類
似
を
い
う
の
に
対
し
て
、「
猶
」
は
理
屈
の
う
え
で
の
類

似
を
い
う
の
で
再
読
し
て
区
別
す
る
―
と
い
っ
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。

「
不
」
に
対
す
る
「
未
」、「
当
」「
宜
」「
須
」
相
互
の
関
係
な
ど
の
例
も

同
様
で
あ
る
。

　

�　

ま
た
、「
当
応
」（
当
ニ
…
応
シ
）
や
「
猶
如
」（
猶
ホ
…
如
シ
）
の
よ

う
な
連
用
の
語
法
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
一
字
一
字
を
落
と
さ
ず
訓
読
し
よ

う
と
す
る
こ
と
か
ら
習
慣
化
し
て
、「
当
」「
猶
」
一
字
だ
け
の
場
合
も
再

読
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
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未い
ま

だ
生せ

い

を
知し

ら
ず
、
焉い

づ

く
ん
ぞ
死し

を
知し

ら
ん
や
。

ま
だ
生
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
（
い
や
分
か
ら
な
い
）。

訓
読
と
現
代
語
訳

老お

い
の
将ま

さ

に
至い

た

ら
ん
と
す
る
を
知し

ら
ず
。

老
い
が
や
っ
て
来
る
こ
と
に
も
気
が
つ
か
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
述
而

　
�｢

其ノ

為リ　

人ト

也や

、
発シ

テ
　

憤リ
ヲ
　

忘レ　

食ヲ

、
楽シ

ミ
テ
　

以テ

忘レ　

憂ヒ
ヲ、

不ル　

知ラ　

老イ
ノ
　

将ニ　

至ラ
ン
ト
　

云の

爾み

。」
指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
将
」
を
用
い
た
例
文
。
こ
の
文
字
は
「
ま
さ
ニ
…
す
」
と

覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
将
至
（
将
に
至
ら
ん
と
す
）」
の
よ
う
に

「
す
」
の
直
前
に
は
「
ン
ト
」
が
送
ら
れ
る
た
め
、「
ま
さ
ニ
…
（
ン
ト
）

す
」
と
覚
え
さ
せ
る
と
よ
い
。「
ン
」
は
意
志
を
表
す
「
む
」
で
あ
り
、

漢
文
で
は
「
ム
」
と
表
記
せ
ず
、
撥
音
便
で
「
ン
」
と
表
記
す
る
。（
古

田
島
洋
介
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
漢
文
の
送
り
仮
名
』
新
典
社
Ｐ
一
二
三
）

2�　

本
例
文
は
、
再
読
文
字
「
将
」
を
読
ん
で
か
ら
さ
ら
に
上
に
返
る
と
い

う
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「

点
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「

点
」

は
、
ま
ず
レ
点
に
従
っ
て
レ
点
を
挟
ん
だ
下
の
文
字
か
ら
上
の
文
字
に
返

り
、
次
に
一
点
に
従
っ
て
二
点
の
つ
い
た
文
字
に
返
る
。

3�　
「
老
」
は
名
詞
な
の
で
、「
老
イ
」
と
送
り
仮
名
を
送
ら
ず
、「
老
」
と

す
る
場
合
も
あ
る
。

4�　

文
構
造
と
し
て
は
「
知
」
の
前
に
省
略
さ
れ
た
主
語
が
あ
り
、
述
語

「
知
」
の
後
に
目
的
語
と
し
て
名
詞
句
「
老
将
至
」
が
置
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
構
造
。
名
詞
句
「
老
将
至
」
の
構
造
も
「
主
語
（
老
）
＋
修
飾
語

（
将
）
＋
述
語
（
至
）」
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
名
詞
句
の
主
語
に

は
送
り
仮
名
と
し
て
「
ノ
」
を
送
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
こ
こ
で
も
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
名
詞
句
は
「
知
」
の
目
的
語
な
の
で
、

「
ま
さ
ニ
…
ン
ト
す
」
の
文
末
が
連
体
形
で
読
ま
れ
、
さ
ら
に
目
的
語
に

送
ら
れ
る
送
り
仮
名
「
ヲ
」
が
送
ら
れ
て
い
る
。

５�　

孔
子
が
、
自
分
の
こ
と
を
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。「
学
」
や
「
道
」
に

熱
中
し
、「
老
い
が
忍
び
寄
る
の
も
気
が
つ
か
な
い
」、
そ
れ
が
私
だ
と
。

レ

レ

レ

レ

レ

二

ル
ヲ一レ

【
出
典
】　

陶
潜
「
雑
詩
・
其
一
」

　

�｢

盛
年
不　
重ネ

テ
ハ
　

来タ
ラ、
一
日
難シ　

再ビ
ハ
　

晨ナ
リ、
及ン

デ
　

時ニ

当ニ　

勉
励ス

、
歳
月ハ

不　
待タ　

人ヲ

。」
指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
当
」
を
使
っ
た
例
文
。
こ
の
文
字
は
「
ま
さ
ニ
…
べ
シ
」

と
読
ん
で
「（
当
然
）
…
す
べ
き
だ
・
…
の
は
ず
だ
・
…
に
違
い
な
い
」

の
意
。
原
義
は
「
あ
た
る
」。
物
事
の
道
理
に
ぴ
っ
た
り
当
た
る
、
と
い

う
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
。
二
度
目
の
読
み
方
「
べ
シ
」
は

活
用
語
尾
を
送
る
と
い
う
送
り
仮
名
の
原
則
に
従
っ
て
、「
シ
」
を
送
る
。

2�　
「
勉
励
」
は
「
勉
強
」
と
類
似
の
語
。「
無
理
を
し
て
つ
と
め
は
げ
む
」

意
で
あ
る
。

二

一

二

一

レ

シ
二

一

レ

レ

一
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時と
き

に
及お

よ

ん
で
当ま

さ

に
勉べ

ん

励れ
い

す
べ
し
。

な
す
べ
き
と
き
に
励
む
べ
き
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
先
進

　

�｢

子
貢
問フ

、
師ト

与　
商
也
孰レ

カ
　

賢レ
ル

｡
子
曰ハ

ク、
師
也
過ギ

タ
リ、

商
也
不　
及バ

。
曰ハ

ク、
然ラ

バ
　

則チ

師ヤ

愈レ
ル
　

歟
。
子
曰ハ

ク、
過ギ

タ
ル
ハ

　
　

猶ホ

不ル
ガ
　

及バ

。」

指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
猶
」
は
「
な
ホ
…
ご
と
シ
」
と
読
む
が
、
似
た
よ
う
な
意

味
を
持
つ
文
字
に
「
如
・
若
」
が
あ
る
。「
如
・
若
」
が
単
な
る
相
似
・

同
一
を
い
う
の
に
対
し
て
、「
猶
」
は
「
実
際
に
は
違
う
の
だ
が
、
例
え

て
い
え
ば
こ
ん
な
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
そ
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
伝
え
る
た
め
に
再
読
さ
れ
て
い
る
。
訳
出
す
る
際
に
「
ち
ょ
う

ど
」
と
入
れ
る
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
例
文
も
、「
過
」
と

「
不
及
」
と
は
正
反
対
の
こ
と
だ
が
、
例
え
て
い
え
ば
同
じ
よ
う
な
も
の

だ
、
と
い
っ
て
い
る
。

2�　
「
ご
と
し
」
に
接
続
す
る
場
合
、
名
詞
で
あ
れ
ば
「
…
ノ
」
と
な
り
、

動
詞
や
助
動
詞
な
ど
活
用
す
る
語
で
あ
れ
ば
「
連
体
形
＋
ガ
」
と
な
る
点

に
注
意
す
る
。「
ず
」
の
連
体
形
は
「
ぬ
・
ざ
る
」
が
あ
る
が
、
漢
文
で

は
「
ぬ
・
ね
」
の
活
用
は
用
い
な
い
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
導
し
て
お
き
た

い
。

３�　

ち
ょ
う
ど
よ
い
こ
と
の
難
し
さ
を
い
う
。
及
ば
な
い
こ
と
の
非
は
分
か

り
や
す
い
が
、
過
ぎ
る
こ
と
の
非
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
。

レ

レ

シ

レ

【
出
典
】　
「
孟
子
」
離
婁
章
句
上

　

�

是ヲ

以テ

惟ダ

仁
者ノ

ミ
　

宜シ
ク
　

在ル　

高
位ニ

。
不
仁ニ

シ
テ

　

而
在ル

ハ
　

高
位ニ

、
是レ

播ス
ル
　

其ノ

悪ヲ

於
衆ニ　

也
。

指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
宜
」
は
「
よ
ろ
シ
ク
…
べ
シ
」
と
訓
読
し
、「
…
の
が
よ

シ
レ

二

一

二

一

二

一

３�　

古
来
、
勉
学
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

詩
句
本
来
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
人
生
の
盛
り
は
二
度
と
来
な
い
の
だ
か

ら
、
充
分
歓
楽
を
尽
く
し
て
お
く
べ
き
だ
、
と
の
意
に
な
る
。
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過す

ぎ
た
る
は
猶な

ほ
及お

よ

ば
ざ
る
が
ご
と
し
。

行
き
過
ぎ
は
不
十
分
で
あ
る
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

惟た

だ
仁じ

ん

者し
や

の
み
宜よ

ろ

し
く
高か

う

位ゐ

に
在あ

る
べ
し
。

た
だ
仁
者
だ
け
が
高
い
位
に
お
る
べ
き
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



い
」「
…
す
べ
き
で
あ
る
」
の
意
を
表
す
。
後
に
置
か
れ
た
動
詞
が
表
す

行
為
や
状
態
に
対
し
、
道
理
や
事
情
の
上
か
ら
判
断
し
て
適
切
で
あ
る
と

認
定
し
た
こ
と
を
示
す
働
き
を
も
つ
。（
三
省
堂
『
全
訳
漢
辞
海
第
四

版
』）「
べ
し
」
は
活
用
語
の
終
止
形
に
接
続
す
る
が
、
ラ
変
型
（
在
り
・

有
り
）
に
は
連
体
形
に
接
続
す
る
。「
ｕ
段
」
に
接
続
す
る
、
と
教
え
る

と
生
徒
は
覚
え
や
す
い
。

2�　
「
惟
」
は
「
の
み
」
と
呼
応
し
て
、
限
定
・
断
定
・
強
調
す
る
形
〈
た

だ
…
だ
け
だ
〉
を
作
る
。
仁
者
と
は
仁
徳
を
備
え
た
人
物
の
こ
と
。

3�　

仁
徳
を
備
え
、
先
王
（
過
去
の
偉
大
な
聖
王
）
の
道
（
政
治
）
を
実
践

で
き
る
者
だ
け
が
、
高
い
位
に
つ
く
（
王
と
な
る
）
の
が
よ
い
、
と
い
う

も
の
。

【
出
典
】　
「
将
進
酒
」
李
白

　

君
不ヤ　

見
黄
河
之
水
天
上ヨ

リ
　

来ル
ヲ

　

奔
流シ

テ
　

到リ
テ

　

海ニ

不　
復タ

回ラ　

　

君
不ヤ　

見
高
堂ノ

明
鏡ニ

悲シ
ム
ヲ
　

白
髮ヲ　

　

朝ニ
ハ

　

如キ
モ

　

青
絲ノ　

暮ニ
ハ

　

成ル　

雪ト

　

人
生
得テ

ハ
　

意ヲ

須ラ
ク
　

尽ク
ス
　

歓ヲ

　

莫カ
レ

　

使ム
ル
コ
ト

　　

金
樽ヲ

シ
テ

　

空シ
ク

　

対セ　

月ニ

　

天ノ

生ズ
ル
　

我ガ

材ヲ　

必ズ

有ラ
ン
　

用

　

千
金
散ジ

尽ク
ス
モ

　

還タ

復タ

来ラ
ン

　

烹　
羊ヲ

宰リ
テ

　

牛ヲ

且ラ
ク

　

為セ　

楽シ
ミ
ヲ

　

曽ズ

須ラ
ク

　

一
飲
三
百
杯ナ

ル
　

指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
須
」
は
「
す
べ
か
ラ
ク
…
べ
シ
」
と
訓
読
し
、「
ぜ
ひ
と

も
…
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。「
す
べ
か
ら
く
」
は
も

と
も
と
「
す
べ
く
あ
ら
く
は
」（
サ
変
動
詞
の
終
止
形
「
す
」
＋
推
量
の

助
動
詞
「
べ
し
」
の
未
然
形
＋
動
詞
「
あ
り
」
の
未
然
形
＋
体
言
化
の
働

き
を
持
つ
準
体
助
詞
「
く
」）
の
形
。
時
代
が
下
り
、「
す
べ
か
ら
く
は
」

「
す
べ
く
あ
ら
く
」「
す
べ
か
ら
く
」
と
変
化
を
し
た
。（
江
連
隆
『
漢
文

語
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
大
修
館
書
店
Ｐ
一
九
九
）「
須
」
の
意
味
は
「
必

須
」
と
い
う
熟
語
を
思
い
浮
か
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。「
必
須
科
目
」

は
「
必
須
習
得
科
目
（
必
ず
須
く
習
得
す
べ
き
科
目
）」
の
こ
と
。

2�　
「
得
意
」
は
思
い
が
か
な
う
意
。
対
義
語
は
失
意
。「
歓
」
は
よ
ろ
こ
び
。

同
じ
李
白
の
作
「
春
夜
宴ス
ル
　

桃
李
園ニ　

序
」
に
も
「
為　
歓
幾
何
（
歓
を
為

す
こ
と
幾
何
ぞ
）」
と
あ
り
、
夢
の
よ
う
に
は
か
な
い
人
生
で
は
楽
し
め

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

シ
レ

レ

レ

二

一レ

二

一

レ

レ

レ

レ

シ
二

一

二

一

レ
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人じ
ん

生せ
い

意い

を
得え

て
は
須す

べ
から

く
歓く

わ
んを

尽つ

く
す
べ
し
。

生
き
て
い
て
心
に
か
な
う
こ
と
が
あ
れ
ば
喜
び
を
極
め
る
の
が
よ
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



る
時
間
が
短
い
、
と
詠
ん
で
い
る
。

3�　

過
ぎ
ゆ
く
時
間
は
後
戻
り
が
で
き
ず
、
人
が
老
い
て
し
ま
う
の
も
あ
っ

と
い
う
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
心
に
か
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
酒
で

も
飲
ん
で
楽
し
も
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
酒
を
愛
し
た
李
白
ら
し
い
詩

で
あ
る
。
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漢
文
の
基
本
の
構
造

　

漢
文
は
、
語
の
位
置
関
係
で
意
味
が
決
ま
る
。
漢
文
の
構
造
は
熟
語
の
構
造
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

構
造

例

①
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語

鳥　
語リ　

花　
香ル

大　
器ハ　

晩　
成ス

日
本
語
と
同
じ
語
順
。

②
修ど
の
よ
う
な（
に
）

飾
語　
　
　

＋
被何
だ（
ど
う
す
る
）

修
飾
語

天　
下ノ　

英　
才

日
本
語
と
同
じ
語
順
。

③
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋
目何
を的語

仁　
者ハ　

愛ス　

人ヲ

目
的
語
は
述
語
の
下
に
く
る
。

④
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋

於于乎

＋
補何
に（
と・よ
り
）

語

良　
薬ハ　

苦に
が
シ
　

於　
口ニ

補
語
は
述
語
の
下
に
く
る
。
補
語
の
上
に
助
字
が
く
る
こ
と
が
多
い
。

⑤
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋
目何
を的語

＋

於于乎

＋
補何
に語

夫　
差　
敗ル　

越ヲ　

于　
夫　
椒ニ

「
述
語
＋
目
的
語
＋
補
語
」
の
順
の
形
。
用
例
の
多
い
構
造
。

⑥
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋
補何
に語

＋
目何
を的語

（
曹
）操　
遺お

く
ル（
孫
）権ニ　

書ヲ

⑤
で
、
述
語
が
授
与
動
詞
な
ど
の
と
き
は
、
目
的
語
と
補
語
の
順
が
逆
に
な

り
、
通
常
は
置
き
字
を
用
い
な
い
。

⑦
主何
が語
＋
述
ど
う
す
る
語
＋
補何
に語

於于乎

＋
補何
に語

（
臣
）見ユ　

将 

軍ニ　

於　
此ニ

二
つ
め
の
補
語
は
場
所
を
示
す
場
合
が
多
い
。

レ二

一

二

一

二

一

　

─

第
二
補
語

二

一


